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地域循環共生圏セミナー2024 第２回

思いを形にするための、共感してくれる仲間の探し方

株式会社イマゴト 代表取締役
社会課題解決コーディネーター秋田大介



最初に自己紹介させてください



デンマークでは合意形成の中で、

多種多様なステークホルダーとの対話の場をどうつくるかが

非常に重視されており、４つのセクターの垣根を越えた協働

関係がデザインされています。

クワトロ・ヘリックス（産官学民螺旋）の考え方で4つの

セクターが、「どんな産業を育てたいか」、「どんな未来を

描きたいか」といったビジョンや価値観を対話しながら、

目的を共有し、そしてそれぞれの強みや個性を生かして

アクションを進めています。
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2023.03.27
公務員辞めました
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2019年 ：つなぐ課 特命課長（社会課題解決）：Kobe Mural Art Project立上げ
2020年 ：つなぐラボ特命課長（社会課題解決）：一般社団法人アスミー設立
2021年 ：エネルギー政策課長 ：京都芸術大学大学院入学
2022年 ：環境創造課長 ：株式会社イマゴト設立

2013～2018年：都市計画課 （総合交通計画）
都心三宮担当（将来ビジョン）
都市計画課 （立地適正化計画） ：NPO法人須磨UBP設立

2011年：仙台市（東日本大震災復興支援）

2010～2012年：建設事務所（橋梁、法面、側溝、トンネル）

2005～2009年：都市局工務課（震災復興事業、駅改良事業）

2002～2004年：都市局計画課（街路計画、立体バスターミナル）

公務員としての経歴
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共感してくれる仲間を集めて取組を進めるのに重要なこと

①声に出す

②スモールスタート

③社会課題を意識する

④持続性を持たせる



事例）

秋田が行政職員として

多くの人と一緒にやってきた取組



多分全国初？ 計画ゼロ段階での市民意見募集（通称ゼロパブコメ）

これから将来に向けての都心部のビジョンを作成します。
場所は新神戸・三宮・元町・ハーバーランドのエリアです。

以下の3点についてご意見ください
「良いところ」「悪いところ」「その他意見」

311件の意見書
・冊子化して持ってきた方も
・文字にできないから絵にかいて説明しに来た方も
・市外、県外、そして海外のコスタリカからも

キッカケになった神戸の都心部のプロジェクト



src="/information/project/urban/kobetoshin/img/300ninkaigi_tirashiomote.jpg

◆300人会議(8/24) ◆対話フォーラム(10/4) ◆シンポジウム(11/16)

市民などから意見を伺うためのイベントを開催（2014年）

http://www.city.kobe.lg.jp/information/project/urban/kobetoshin/img/300ninkaigi_tirashiomote.pdf


みんなで神戸の尖り方をかんがえるワークショップ

神戸の未来のまちづくり300人会議

（ワールドカフェ方式）

（2014.8.24）

おじいちゃんより
小学生の方が
イイコト言う



src="/information/project/urban/kobetoshin/img/300ninkaigi_tirashiomote.jpg

どっちがいいか迷う議題は市長と市民で直接対話

対話フォーラム

「市長と描こう 神戸の未来」

（2014.10.4）

タワマン規制もこれがきっかけかな

http://www.city.kobe.lg.jp/information/project/urban/kobetoshin/img/300ninkaigi_tirashiomote.pdf


具体な施策を考えるための分野別シンポジウム

シンポジウム

「都心の未来を考える」

（2014.11.16）

防災、交通、観光、にぎわい、など
8つの分野のシンポジウムを実施
専門家総勢31人



策定したらこれまで参加してくれた人に報告

神戸の未来を創る300人のBE KOBE会議

（オープンスペーステクノロジー方式） （2016.1.9）

ついでに、
行政への要望でなく、
自ら行う取り組みを
つくってもらいました



（2016.1～2018.3）市民を巻き込むプロモーション 1000SMiLE project



市民を巻き込むプロモーション 1000SMiLE project



市民を巻き込むプロモーション 1000SMiLE project



事例）

秋田が個人活動として

多くの人と一緒にやってきた取組



「地域活性化ストリートアート」

課題：街中にストリートアート（壁画）を増やすフェス（POW!WOW!JAPAN）がしたい

相談者の想い
「神戸はアートが映える街
異国のストリートアートで
素敵な街にしたい」

事例 その１



POW! WOW! JAPAN 2016 KOBE
(2016.10.17-25)

STEP①：スモールスタート
最初の年は、地元自治会や知人への声かけのみ



STEP②：取り組みの拡大
２年目は、港都神戸芸術祭のスピンオフ企画として調整
（１年目のスモールスタートの実績があるからこそできる）



POW! WOW! JAPAN
2017 KOBE
(2017.10.9-14)

STEP②の成果



課題の分解

・アートの仕事がない
・アートにお金が支払われない
・街の人がアートに触れる機会が少ない

プロジェクトへ

・アートに触れる機会の創出（屋外アート）
・アートを評価して対価を支払うプロジェクト

社会課題解決コーディネート「Kobe Mural Art Project」

課題：アーティストがアート活動で暮らせない（by市長）

STEP③：行政が持っている社会課題とマッチング



実行委員会発足

・神戸市企画調整局つなぐラボ特命課長 秋田大介

・POW!WOW!JAPAN! ディレクター 岡本絵美里

・ウォールシェア株式会社 代表取締役 川添孝信

・㈱ARIGATO-CHAN 代表取締役社長 坂野雅

・ウェブデザイナー（フリーランス） 小野俊祐

副業申請

STEP④：コミュニティづくり（主体チーム作り）



クラウドファンディングで 566.9万円（226％）達成！

STEP④：コミュニティづくり（応援コミュニティ作り）



２号館南側（３階～４階）壁面 アーティスト：TITIFREAKSTEP④：成果



２号館北側（３階～４階）壁面 アーティスト：HITOTZUKISTEP④：成果



クーリングタワー南面（海の面） アーティスト：KACSTEP④：成果



クーリングタワー西面（街の面） アーティスト：佐藤未瑛STEP④：成果



クーリングタワー北面（山の面）
アーティスト：saggy steezとVERO＆KERO（２組共同制作）

STEP④：成果



STEP⑤：持続できるビジネスへの展開



STEP⑤：持続できるビジネスへの展開



STEP⑤：成果



STEP⑤：成果



「ユニバーサルビーチ」

課題：車椅子でも海に近づいて楽しめるビーチにしたい

相談者の想い
「嫁と出会った神戸・須磨の海
バリアフリービーチにした後
全国展開したい」

事例 その２



まずは、車いすで砂浜を走れるかチャレンジ

STEP①：社会課題の明確化



クラウドファンディングで資金調達しビーチマットを購入

これで波打ち際まで行ける！
うれしい！

STEP②：スモールスタートとコミュニディづくり



コアメンバーでお金を出し合って水陸両用車イスを購入

波打ち際まで行ったら
海入りたくなるに決まってるやん！

ヒッポキャンプを使ってくれた人に
「気に入ったら寄付お願いします」
って言ってた

STEP②：スモールスタートとコミュニディづくり



障がい者も健常者も一緒に海水浴 実験として成功！STEP②：成果



事業を継続し拡大するためにNPO法人を設立

行政と組むなら
NPOが一番やりやすい

市民の受け入れも早い

STEP③：コミュニティビジネス化



行政課題：海水浴場のバリアフリー化（ブルーフラッグ認証）

障がい者利便施設をオープン
市から委託を受け、
下請けで運営を任されることに

須磨海水浴場を
バリアフリー空間にできるのは
僕らのNPOだけという強み

STEP④：行政課題とのマッチング



脱線するけど、ちょっといい話

このいい話がコミュニティを強くし、ビジネスを強くする



STEP⑤：持続できるビジネスへの展開



『最後にまとめとして官民連携の肝』

※これまでの話は官民連携に限定していなかったので少し的を絞っていますが…



◎行政から連携を持ち掛けるだけではうまくいかない
（行政からの指示で民間が動くのは請負や委託である）

◎行政が予期しない民間からの連携を受ける度量
（民間が公益的な事業を行うことの理屈をつけて協力する）

◎ある程度大きく開いた状態で民間の提案を待つ柔軟さ
（プロポーザル事業よりも柔らかい段階で連携）

◎お互いの立場を分かり合えているという信頼関係
（官は民が負うリスクを、民は官が必要とする大義名分を分かっている）

行政の方へ

官民連携の肝 ＝ インタラクティブ（双方向・相互）



◎行政の窓口部署を探すのではなく窓口になる人を探す
（正しい部署よりも、出来る人物に）

◎スモールスタートで実績をつくる
（小さな自治体、小さくても実のある取り組み、が次を作る）

◎ある程度柔軟な段階での連携提案を
（スキームが決まっているものは組みにくい、他の民間も入る覚悟を）

◎お互いの立場を分かり合えているという信頼関係
（官は民が負うリスクを、民は官が必要とする大義名分を分かっている）

民間の方へ

官民連携の肝 ＝ インタラクティブ（双方向・相互）



講義は以上です。ありがとうございました。
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